
国際地球内部ダイナミックス研究計画(GeodynamicsProjects)

～その後の動静～

=とくに日本の地質学部門は何をやろうとしているか;

猪木幸男

まえがき

1972年度から6ヵ年計画で開始された国際的共同研

究の1つである地球内部ダイナミックス研究計画も本

年度(!974年)で第3年目を迎えた.日本においては

初年度(昭和47年)はいずれの実施機関いずれの研究

分野においても準備期間的なものであって文部省

(大学)関係では科学研究費他省の実施機関にあって

は他の特別研究費の中から予算をねん出して準備をす

すめたのであった.地質調査所においても地震予知

特別研究グノレｰプの1研究部門として発足し実施された.

したカミってこの研究のための正規の予算の配分をみた

1973年(昭相48年)が第1年目だというべきであるか

もしれない.

この研究計画が国際地球内部開発計画(UpPerMan-

t1eProject-UMP)に引きつがれたものであることは

すでに本誌(地質ニュｰス,No･203)に紹介した通り

でありこの計画の当初における内容の概略も紹介Lた

カミ実施計画立案に際して研究課題や研究項目に変更

があった.ここに員本におけるこの計画の進捗状況

動静のあらましをのべるに先だって変更された研究課

題と研究項目を次に掲げておこう.
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地磁気測定/膿鶉変化

海底地殻熱流量測定

人工地震による海底地下構造の解析

海底地震計による海底地震の観測

一一/1篇1

11帥1析/1111驚1

大陸棚の基本図の作成(海底地形と重力)

島弧の動きと構造の解明

籔二11)/l11驚話法

㈮

㌮

鰐驚器敏)/l1蟻1的方法

11ザ/ll㍗硬

I酉太平洋海底の動きと構造の解明

1･海洋測地/臓器竈の精度向上

2.海底地形調査

3､重力測定

皿

一マントル対流に関する基礎的研究

･l11帯康濠1㌃

①⑪い木列鳴⑪
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本丙太平洋

海

モホ面'_卜''__

/レ1一

マントル⑩プ/

･/①⑬

⑪

深発地震面/

①:西太平洋海底の動きと構造の解明

⑩:鴫弧の動きと構造の解明

⑪:マントル村流に対する茶礎的研究

第1図

課題I一皿の研究対象

(GDP計画書'72より)�
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(5)マントル対流のシミュレｰ

ション

驚吋第象

地球内音阿温度.圧r:l1驚熱11

力化学組成/､､路瓢量､分

w国際交流

放おこの研究計画に参加している実施機関は広は

んにわたり大学付置研究所各省研究所など60数機

関参加研究者は実に200名をこえている(約220名).

ここではそれら参加者の人名は一一切省略させて頂くこ

とにした.

運営上の組織

目本国内の国際地球内部ダイナミックス研究計画(以

下GDPと称す)の実施実現に当っては日本学術会議

の勧告や測地審議会の建議などの行政上のアッピｰル

が大き衣推進力になったことはいうまでもない.しか

しこの計画の原動力は何といっても学術会議の国際

地球観測特別委員会UMP部会内に設けられたGDP準

備委員会であって国内計画の大綱の草案もそこで作成

された.もちろん学術会議は審議機関であって実施

機関でないので予算の施行には直接関与しないのであ

るが特別委員会内のUMP部会がその計画立案の終

了とともに解消し新たにGDP分科会が設置されてそ

れに代った段階でもGDP計画の運営上の実質的中心

はこのGDP分科会の中にあった.学術会議におけ

るGDP部門の位置づけと組織は次のようになってい

る.

日本学術会議一国際地球観測特別委員会r

_STP分科会

一G巫P分科会

一GARP分科会

一酉太平洋～小委員会

一島弧～小委員会

一マントル～小委員会

一国際交流小委員会

世話人会1

STP:So1arTerristria1Physics(太陽地球間物理学)

���������敲����桐�杲�

(大気圏開発計画)

世話人会:各小委員会を代表する委員で構成され各委員

会間の調整･意見交換を匁し実質的な総括･

計画立案をする.GDP準備委員会の当時か

らのメンバｰがほとんどそのまま引きつがれて

いる.

また測地審議会は文部省設置法に基づいた建議機関

で測地学および政府機関における測地事業計画に関す

る事項を審議することを目的としている.昭和47年6

月9目GDP計画の実施について関係各省大臣に建議

し現在その計画が実現しているところからこの審議

会の中の地震火山部会にGDP特別委員会を設置し

計画の進捗状況今後の方針などを討議することになっ

ている.

最近文部省を中心としてその肝入りでGDP連絡協

議会が発足第1回の会合は本年4月14目にもたれた.

この協議会の目的は計画の円滑な実施のために関係

者カミ連絡協議を行うこととなっている.STP計画

GARP計画に対しても同様の連絡協議会がある.こ

の協議会の委員には各実施機関の代表者がメンバｰと

なっている.すなわち文部省学術国際局学術担当審議

官関係各大学教官測地審議会GDP特別委員会委員

長地質調査所長海上保安庁水路部長気象研究所長

国土地理院測地部長その他によって構成されている.

組織は次の通りである.

1協議会1-1轟1一!分科会ト

一第一分科会(酉太平洋)

一第二分科会(島弧)

一第三分科会(マントル対流)

一第四分科会(国際交流)

一その他

要するに計画実施に関していろいろな組織がから

み合っているように見えるが実行計画研究内容は一

本であり研究課題担当のメンバｰも同一のものなので

ある.

各研究分野の動静のあらまし

この研究計画は発足後わずか!～2年を経過したに

すぎない現在ではあるがかなりの成果を挙げた分野も

ありまだ準備的段階にあるとおもわれる分野もある.

しかし最近ではそれぞれの分野の各研究課題を受けも

つグルｰプのなかで連絡紙機関紙などが発行され

次第に研究活動も活発になりつつある.本年2月には

初期の段階での中間報告とPRをかねたシンポジウムが

もたれた.このシンポジウムは地球物理学地質学

地球化学の3部門の研究者が一堂に会するといった画期

的な集会でありかなリの参加者もあって盛況であった･�



その講演の内容は近いうちに学術総合雑誌｢海洋科学｣

に掲載されることに在っているがここでは全般的な

研究課題の内容と成果の一端を簡単にのべてみようとお

もう.

西太平洋海底の動きと構造の解明

この研究分野は舞台も太平洋の荒浪の上といった

最も華かな印象が与えられるということばかりで狂く

GDP研究計画の本命ともいうべきもので予算も総額

の約3分の2を占めており最も活動的である.研究

小項目は前掲のように10を数えその大部分が同一傭船

航海においての共同作業のなかに行なわれ研究相互の

関係も緊密放ものかある.

研究のための航海はこれまでにすでに10回にわたっ

て観測その他が実施されておりそれぞれの航海はGDP

-1,GDP-2,……,GDP-10と名付けられその都度クノレ

ｰズレポｰトの概要カミ報告されている.使用観測船と

して白鳳丸(東大海洋研究所)望星丸(東海大学)

東海大学丸1I世凌風丸(気象庁)狂どカミ今までのと

ころ利用されている.海域としては西経170｡以西の太

平洋およびそれに隣接する縁辺海ということに狂ってお

りこれまでに伊豆一父島北方海域にはじまりフィリ

ピン海･マリアナ･カロリン･四国南方(南海トラフ･

九州パラオ海嶺)などの海域カミあげられそれぞれの航

海で多大の成果をあげている.

そのいちじるしい例としてGDP-5と一6の航海に

おいてマリアナ海盆で大規模な人工地震探査を行った結

果100長㎜以深に9良m/secを超える層のあるらしいこ

とがわかったこと.また同じくGDP-5でフィリピ

ン海中央部の断層帯で自然地震が観測できなかったこと

などがあげられている.後者についてはこの地帯か

海底拡大の源であると考えられていたにも拘らず現在

は拡大をやめ死滅してしまったものらしいことを示すと

されている.GDP-8では九州パラオ海嶺において

ドレッジによりマンガンノシュルを採集したがその中

心核に半花闇岩閃緑岩の礫が含まれていた.これら

の岩石をどう解釈するか日本列島内の類似岩をもとに

して目下地質学者の聞で頭をひねっているところで九

州パラオ海嶺もかつては日本列島と同様の島弧であっ

て今は｢沈没した列島｣では粧かろうかという説も出

てきている.

島弧の動きと構造

この研究課題には最も多くの地質学研究者カミ参加して

いるぱかりでなく地球物理学地理学地球化学と地

学に関するあらゆる分野の研究者が参加している.前
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第2図GDP-5,6,7,8航海航跡図一白鳳丸(東大海洋研)……望星

丸(東海大)(学術月報Vo1.1,No.1より)

掲の研究項目にみられるようにこの分野は島弧の動き

と構造を古生代から現在にわたって広く種々な負度か

ら追求してゆこうという立場でいろいろな方法によっ

て研究カミ進められている.

古生代から第三紀までの動きでは日本列島の最も古

い地向斜はシルル紀にはじまったということを前提にし

ていわゆる本州地向斜あるいは秩父地向斜を中心とし

牟堆積作用火成作用変成作用造構運動に関する研

究が研究者それぞれの立場から進められている.地向

斜のたかのオフィオライト問題は当時の火成活動の性

格を代表するものとして注目されている.花嵩岩質岩

石を中心とした一連の火成作用カミ目本列島ばかりでな

く周辺大陸にもみられた後期白亜紀の日本列島の動き

は注目される.またこの時期はグロｰバノレな立場から

も大陸か移動をし始めた項ともいわれそれらとどのよ

うな結びつきがあるか.さらに第三紀にはいって島

弧としては今のような形をつくりはじめているが新第

三紀のいわゆるグリｰンタフ変動とその当時の応力場

はどのようであったか古地磁気の変動はどのよう狂も

のであったかという問題が追及されている.

第四紀の動きになると日本列島がほとんど現在の形

に近づき地形学的方法によって地殻変動による影響を

掴み易くなってきている.日本列島内の隆起帯沈降

帯というものがはっきりしてくるし断層の特徴もよく

あらわれてくる.それに加えて火山活動の地域的特性

岩石区といったものも明確につかみ得るものとなってく�
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第3図目本島弧の地向斜(KUR0DムandIGI:OPhio1itesintheJapamse

Is1nnds,aPaperforIntemationa1Symposium,“OPhio1ites三n出e

Earth'sCrust",1973-Unpub1ished一より)

1つは大陸一大洋間境界部について地下100

～200kmに至る詳細な構造を解析しようとする

ものであり1つは火成活動とくにマグマの多

発する地域をとりあげ火山地帯の地下構造を

確認しようとするものである.前者は47年度

に金華山沖で海中電気発破を行狂い本年3月

には塩屋崎東方沖で約5tonの発破が行祖われ

た.この結果は目下解析中であるが大陸か

ら大洋への構造のうつりかわりに新しい知見

が得られこの構造の水平方向へのちカミいも

併せてあきらかにされることであろう.後者

は地質調査所が中心になって行われている研

究であるので後でやや詳しく述べるが桜島

を中心とした姶良カノレデラの下部の構造が明ら

かに狂ってきている.

自然地震観測による研究では大洋プレｰト

が沈みこんでいると考えられている深発地震

面およびマグマの多発地帯を明らかにするため

にもそれらの厚さや運動の性質をたしかめる

ためにも自然地震観測の精度カミ高められねば

ならない.現在の観測網を強化し微小地震

観測所または臨時観測点では震源の精密決

定に主力がそそがれ震源過程変化波による

研究のため長周期中周期地震計の強化が推進

る.地球磁場の逆転期の対比も第四紀における地殻されている.

変動の裏付け資料としてその研究の成果が期待されい国土地理院で行われている測地学方法による観測では

てる.光波測量によって日本列島の各所における伸び縮みの関

現在の動きと構造に対しては爆破地震による観測と係を明らかにしてきている(第5図).

自然地震の観測それに測地学的た観測カミ中心となる.

爆破地震による研究には大きく2つの研究テｰマがありマントル対流に関する基礎研究

'プレｰトテクトニクス校

るものの原動力は何か若

II-3{1)…三としてAを基点とし

て大陸方向と大洋舳○爆舳臨時観測点しマントルに対流カミおこっ

へのりソスフイアの一111

状のうつりかわり｡自然地震用観{則点でいてそれが原動力だと

すればマントル物質ばと

n-1,2この構造の歴史的変遷

.仙伽のような挙動を示している

であろうかどのような流

71-6動を行っているであろうか

辛

11-3(2〕f/'吠洋の自然地震1海洋リンスフィァという問題を実験岩石学的

,深発地節'ま'/!斜に沈みこむと考えの底面等の問題立場から解明してゆこうと

鰍}l///ゴ/総リン叉7/アの1大洋1/工地震〕しているのカミこの分野の

△ABCの部分の榊尺､亨7一/ハッチ⑤の部分のサ

イ天ミシティ研究である.したがって

C･､この課題の主力は室内実験

室で行われる.高温高圧

実験は地殻からマントノレ

第4図人工･自然地震観測襖式図(GDP計画書1972より)�
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下部にいたる温度圧力条件を想定して地球深部の物質と

その物性そしてそれらの挙動を追求しようというもの

である.しかしそれだげでは現実的なマントルの状態

を専現し得たとはいえない.そのためにはマントノレ物

質とはどんなものであるかを知っておく必要カミある.

玄武岩あるいはキンバレｰ岩中に捕獲されている現実

として見ることのできる抱有岩および造山帯などに

もみ込まれている地球深部由来岩(かんらん岩類)はそ

の一端をうかがわせてくれる.これらの岩石の研究も

この分野では大切なものとたっている.

これまでの研究の特筆すべき成果としては準備研究

的なものとして物性科学の各方面の成果を地球内部の

流動現象に正しく適用するために企画された“固体の流

動特性"の研究会の成功がその1つとして挙げられて

いる.また固体を圧力媒体とした高温高圧発生装置を

用いて高温高圧下での弾性波の速度を測定する新技術

を開発したこと300kbをこえる超高圧下でMg2S三〇｡,

Fe2SiO{がそれぞれMgOあるいはFeOとステイショ

バイト(Si02)に分解することが確認されたことなど

その著しい例であるといわれている.また最近“jOSe･

phinite"と呼ばれる地球外核の試料と考えられる岩石が

発見され話題をよんでいる.

国際交流

この研究計画はICSU(国際学術連合会議)カミ傘下

のIUGG(国際測地学地球物理学連合)とIUGS(国際

地質学連合)の決議にしたがって全世界各国に呼びか

けた国際的共同研究の計画である.したがって当然の

こととしてそれぞれの研究課題に応じた国際集合ある

いは連絡会議カミどこかの国でもたれ研究者の代表者カミ

それに参加し国内の研究状況を報告し課題について

の討論カミ行われる.とくに全世界共通のテｰマが10と

りあげられ作業委員会カミ国際的レベルでもたれている.

そのような作業委員会(WOrki㎎GrOup)には次のよう

なものカミある.

作業委員会(対象)

��

�

�

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

1西太平洋一インドネシア海域

2東太平洋一カリフスコシア地域

3アルプス･ヒマラヤ地域

4大陸･大洋地溝帯

5地球内部物性

6地球内部過程と地表テクトニックス

7広域造陸運動

8大陸と大洋の構造の関連

9テクトニクス変成･火成作用の歴史

10大陸･大洋の分布復元

ダ

一イ陣び

一一一縮み

･…一･49年以降

測量予定

十〇.4

��

十〇.2

十〇.2

､.o･勢

･r1.5'1･4＼1

＼一〇.4

-0.6ケ`

十0.6

-O.7､

十〇.O

第5図精密トラバｰス測量による日本列島の伸縮

数値はds/s1O･5単位測量期間1900～1970年(科学Vo1.44,No.6,

p.336より許可を得て転載)

ここで日本の研究に関連があり日本人委員のいるの

はWG-1(委員長)WG-5WG-6WG-8WG-9

でありこれまでにもそれぞれ1～2回の集会がもた

れ日本人委員が参加している.今後研究の進展に

店じてさらに頻繁に会合がもたれることになろう.

なお最近東京において行なわれた第2回目ソシンポ

ジウムも(2月12目～2月20目)このGDP計画にお

ける国際交流の一環として開催された.

地質学部門の役割と研究活動

これまで国内GDP計画の全般にわたる概路をのべ

てきたがそれぞれの研究分野において地質学部門は

何をやってきたか何をやろうとしているかをもう少

し詳しくみてみよう.

｢酉太平洋｣関係では一

GDP-1～GDP-10にいたる各航海においてグラビテ

ィコアラｰやドレッジ匁とによって採集された底質試料

の中に含まれている堆積物岩石などの性質･分布を調

べ化石があればそれを鑑定しその岩石を通じて海山

カミあれば海山の地史やその付近の大洋底の運動を考察

するのが地質研究者の役目である.伊豆一房総沖か

ら東南東東経146｡付近までの海域を観測したGDP-1

の航海では採集された堆積物岩石やその中に含まれ

ている化有などが鑑定されかなりの成果カミあげられて

いる.またマンガンノジュノレも第2拓洋海山から採取

されその成因なども論晋られているようである.�
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第1表第二駒橋海山におけるマ:ノガンノジュｰル中の岩石

(黒田他による)

標本番号�岩�石�名

■���

GDP-8-12-1�Ap1iticmck,�a1bite-tona1ite様岩�

GDP-8一ユ2-2�丁雌一breccia,全体の組成はtrachytic帥desite言��

�倭�����牴㈭摩�楴��

�倭�����

■�Quart2-dio工ite��

GDP-8-12-5�A1bite-tona1ite様岩��

GDP-8-12-6�刈bite-tonalite様岩��

GDP-8一ユ2-7�A1bite-ton.1ite様岩(ap1itic)��

�倭����楯物��

GDP-8-12-9�“Biotite-9r割nite"��

GDP-8の航海では第2紀南海山山頂付近から火砕岩

(py工0c1asIictu丘)が得られこれによって紀南海山列の

構成物質や成因を解くデｰタが得られるであろうことが

期待されておりまた前述のように九州パラオ海嶺で

マンガンノシュルを採集した際第1表に示されるよう

な多くの半花嵩岩類石英閃緑岩などの礫が見出され

その地質学的位置づけなど地質学者に期待されている

ところが大きい.

｢島弧｣関係では一

｢島弧｣そのものという研究課題の性格からみても

地質学研究者カミ最も主力を注いでいるのはこの分野であ

りとくに古生代から第三紀までの動きの解明へ

の参加か最も多い.しかしこの研究項目は前表のご

とく3つの研究方法でおしすすめることになっており

そのうちの(2)古地磁気学的方法による研究グノレ

ｰプはそのほとんどが地球物理学関係の研究者によっ

て組織されそいる.

構造地質学的方法による研究部門はすでに機関

紙(あるいは連絡紙)No.1,No.2を発行しこれまで

の研究上の問題点を整理しこれからの方針もうち出し

ている.この部門での研究グノレｰプには次の4つが

ある.

a)地向斜(主として古生代･中生代)

b)新生代後半における応力と造構カの解析

C)新生代におけるグリｰンタフ地域のジェオダイナミックス

d)古地磁気層序学的研究

地向斜の研究はいわゆる秩父地向斜四万十地

向斜をその主な対象としておりそれらに伴う二次的な

地向斜の形成をプレｰトの後退と関連づけて日本の

地質の発達を考えようということで研究が進められてい

第2表

x100万年

目本列島の地史と課題1Iの関係

課題

現

0一一一

第

2一一

往

四紀

新第三紀

古第三紀

65-1■

230一

中

生

代

430一

古

生

代

1白亜紀

ユラ紀

三畳紀

二畳紀

石炭紀

デボン紀

シルル紀

↓

現在の地形に残る断層運動

ほぼ日本全体にわたるはげしい火山活

動(グリｰンタフ)現在へつづく

比較的静か柱時代

酸性火成活動が日本全体(東部アジア)

にはげしい大洋底拡大しはじめる?

｣比較的静かな時代

変成作用地殻変動

目本全体にはげしい火111活動オフィオ

'ライトの形成

一･全体的な沈降と堆積

目本列島の地層はこの時代より始まる

!謝鰹鱗奮纏驚る10

皿一3

皿一2

皿一1

(GDP計画書1972より)

るがそのプレｰトとはどんなものであるかは今後の問

題である･また飛騨変成帯一三郡変成帯領家帯一

三波川帯といったPairedmetamo･phicbe1tsの問題

も検討されている.地向斜の基盤とオフィオライトと

の関係秩父→三宝山→四万十→瀬戸川といった地向斜

の移動の問題なども取りあげられている.一方地向

斜の構造･層相の解明に関連してチャｰトが主に生物

遺骸よりなることが超高倍率電子顕微鏡によって明ら

かにされチャｰトがむしろ浅海で堆積されだというこ

とを示す構造も明らかと荏りオフィオライトが大洋底

の構造と一致す=るという蛇紋岩塩基性火山岩チャ

ｰトの3つの組合せによった概念に大きな問題を投げか

けている.四万十帯についてはオルソコｰツァイト

がその中の礫岩中に見出されたことに端を発した“黒潮

古陸"がさらに追求されている.

新生代後半の応力と造構力の解析の研究では当

時の日本列島に与えられた店力場を解析して応力場を

もたらした造構カを解明しグロｰバルな変動が島弧地

域にどのようにあらわれたかを検討しようとしている.

そのような研究は西南目本中部目本東北日本の中

新世～鮮新世にかけて生じた陥没盆地を対象として陥

没発生時の店力場を復元しその根源である造構カを明

かにしようとするものである.これまでに判ったこと

は陥没発生直前に陥没部を中心に隆起運動のあった�



�

こと.隆起の直後に断裂に伴って陥没カミおこりその

後はげしい火山活動に引きつがれたことなどである.

それは地下深部側から造構カが働いたためであると考え

られさらに詳細な検討が計画されている.

また第三紀中新世の頃の応力場を解明する手段の1

つとして岩脈群の方向を調べようという研究がある.

それは当時の火山帯の成因を知るうえにも役立つ.つ

まり岩脈の入ってきている場は一種の割れ目であ師ミ

それの方向性がたしかめられれば応力場も分ることに

たる.これは後のマグマの時間空間の問題にも関連

カミあろう.

新生代におけるグリｰンタフ地域のジ干オダイナミックスの

研究は今のところ東北地方背梁山脈中央部と出羽丘陵

中央部の隆起帯を取りあげている.その大きな構造単

元のなかにはかなり複雑な細かい構造がふくまれてい

るのでそれらの地質構造発達史を中心にして東北目本

弧の形成と日本海溝の成因を追及しようとしている.

研究の基ばんとなっているのはUMP地質構造部門

んZOneにおける研究成果である.

古地磁気鰯序学的研究は地球物理学関係の研究者

カ沖心となっている“古地磁気学的方法"による研究分

野とは異り多数の地質学研究者との共同研究の体制が

とられている.研究の目標は本州弧(東北目本西南

目本弧)と琉球弧の間に永年転位があったかどうかを確

めることにある.今のところ琉球弧の宮古島久米島

沖縄本島が取上げられている.そしてその地域の層

序学的基礎調査浮洋性化石醐とよる年代K-Ar年代

などによって中新統～更新統の層序を明かにしさら

に地磁気層序の研究をすすめ古地磁気編年の予測結果

が得られている･久米島における古地磁気層序学的研

究によれば中部琉球sub-arcでは中新世以降の大運

動は考えられないという結果を出しておりそのために

は南部琉球弧(石垣･西表島祖ど)の相対運動の地質

学的な確認をせまられているという状態にある.

火成岩岩宿学的方法による研究部門は古生代～第

三紀ということだけではなくさらに第四紀～現在と引

きつづき関連をもって研究カミすすめられている.この

研究の内容は一口でいえば現在から過去にさかのぼっ

て火成岩の産出状態を時間的空間的に掴えそれぞ

れのマグマ発生の要因を追及しようとするものである.

現在の日本列島にかかわる深発地震面に沿って発生して
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第6図東北周本の地殻断面図(KITA班U趾,19?O)(TheCmstandUpperMantleoftheJapaneseArea,PaTtII,p.58より)�



きていると考えられるマグマは浅部から深部へ対し

アノレカリに乏しくSiO･に富むものからアルカリに富

みSiO｡に乏しいものへと移化しているが新第三紀で

はどうであろうかという問題.中生代白亜紀には酸性

マグマの大活動が全世界のオｰダｰでおこっておりそ

の発生の問題.古生代では苦鉄質マグマの活動が顕

著であったがそれは地域によって岩系が異なっており

それはその当時なりに岩石区があったのかどうかあっ

たとすればどんな地下構造が考えられるかという問題.

そのような問題についてのコメントはすでに発行され

ているこの研究グルｰプの機関紙(連絡紙)“マグマ発

生の時間的空間的分布I".のなかからも読みとること

ができよう.さし当っては各岩石区の特徴的変動を

示す地図(200万分の1)岩石の化学分析等の資料をま

とめるということを目標にしているようである.

第四紀の動きの解明では岩石学的方法による研

究を除くと地形学的方法による研究と堆積学的方法に

よる研究の両面から第四紀の変動を攻めることになって

いる.いずれもいわゆるネオテクトニクスの問題が中

心になるが前者は下末吉期以降の垂直変位量分布図

沼期以降の垂直変位量分布図平均変化速度の規模およ

び活動期による第四紀断層の分類図などの作成を予定し

ており第四紀における地殻変動の時代的推移と地域的

特性を解明しようとするものである.この研究には地

形学者と第四紀学を専門とする地質学者カミ共同研究体制

でのぞんでおり北海道から九州まで問題となってい

婦榊繊図讐讐浮㈱孔虫

海浜および(HUANG.1968〕
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る地域を分担して研究している.

後者は第四紀の地殻変動を堆積盆地の形成機構から解

明しようとするもので関東平野の第四系阪神地域の

第四系大阪層群などが研究調査の対象となっている.

今までのところまだ中間報告はなされていたい模様であ

る.

第7図

宮古島における層序と

残留磁化(GDPニュｰ

ス,島弧の動きと構造,

1973,p.6よ亘〕)

｢マントルの対流｣関係では一

他の研究分野と異りこの課題は高温高圧実験を主と

した室内研究が中心となっている.この研究の成果に

は特に地域性というものはない.すべて全世界的に共

通する対象の場のなかに目標をもっている.したがっ

て挙げられた成果はすべて国際的水準のもので柱けれぱ

ならたいしそうでなげれば注目される価値もなければ

発表されることもなく終ってしまうというきびしい性格

をもっているといえるかも知れない.この分野での地

質学関係の研究者の活動は実験岩石学的研究の面で

他の地球物理学者と同様に室内研究に専念して地殻下

部および上部マントルに存在すると考えられる高温高圧

下の鉱物の相弔衝の研究を行いマグマの生成分化の

条件を追究する立場のものと地表で掴えうる“マント

ノレ由来物質"をもたらした地質条件を調査研究すると同

時にそれらの生成条件を温度圧力･化学組成あるい

は同位体共生鉱物間の組成関係から解明しようという

立場のものとカ麦ある.

47年11月高知において“地球内部由来岩石"を研究

する人達によるシンポジウムがもたれた.そこで討議

第8図

目本列島付近における

第四紀玄武岩類の岩質
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され発表された研究対象は次のよう在ものであった.

(1)地域別課題:神居古潭帯北上山地阿武隈山地三波川

帯三都帯九州地域瀬戸川帯のマントル起源の岩石に

ついて

(2)地域によら泣い課題:

!)ノジュル

2)地質温度圧力計

3)Rb/Sr同位体

4)超塩基性岩とマントルの水について

その後の成果はまだ明らかにされていない.

地質調査所における研究

｢島弧の動きと構造の解明｣の課題の｢現在の動きと

構造｣のたかの〈マグマの多発地帯〉の研究は爆破

地震によるものと自然地震による研究の2つがあるカミ

地質調査所が分担している研究は前者に属する.この

研究には調査所の職員ばかりで扱く他の大学･付置研

などの関係研究者も参加している.

研究の内容

現在進行中のこの研究の対象は｢南九州マグマの歩
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第9図地質調査所のGDP研究
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発地帯｣てあっ､て多くの火山カルデラの密集する鹿

児島湾に沿う構造性陥没地帯の地下構造を地震探査に

よって明らかにしようというが目的である.

そのために鹿児島湾北方をとおって九州島を東西

に横断する屈折法地震探査を行うものである.

これまでの状況

昭和47年度は先にも述べたように“地震予知"特別研

究の一環として予察的な観測を行ったにすぎない.発

破点を大隅半島南部におき鹿児島湾北方をほぼ東西方

向に配列した8点で観測を行うといったFanSh00ting

法カミここで試みられた.その結果桜島および姶良

カノレデラの下方を通過する地震波に著しい減衰の示され

ることがわかった.これは陥没帯の存在を示すもので

あると解世られている.

昭和48年には鹿児島県川内市から宮崎県目南市にか

けての間に側線を設けて屈折法地震探査を行放った.

爆破点は側線の両端である.その結果速度層には3

層が判明した.すなわち第1:3.8k㎜/s第2:4.8

km/s第3:5.7～6.2km/sである.火山帯である側

線中央部には走時異常があり落差0.7km位の傾斜を

伴った地溝型の陥没カノレデラのあることが予想されてい

る.

昭和49年度には昭和47年昭和48年度の観測によっ

て得られた成果すなわち“桜島姶良カノレデラを含む

火山帯カミ鹿児島湾とその延長に相当する地溝型の陥没

帯の中にあるであろう"ということを更に検討する.

そのためには鹿児島の北側で国分市を中心に東西約

30kmの探査測線を設けて3点爆破による地震探査を

実施しょど計画している.

地質調査所のこの研究計画は所全体が総力を結集し

て参加するという程の規寧にはなっていないカミ地質部

門と物理探査部門が共同研究の体制を組織したことは注

目すべきものである.

あと.がき

これまで紹介してきた日本の“国際地球内部ダイナ

ミック研究計画"はまだはじまったぱかりでようや

く岬への山道にさしかかったところである.むしろこ

れからが大変で道は険しく急ぎれもしてくるがい

ろいろな成果も挙がってくるといった時期なのであろう.

今後の動きについては機会ある毎に何らかの形で紹介

してゆきたいと思っている.とくにここでは諸外国

の計画動きといったものについては全く触れだった

が近いうちにまとめて紹介したいと思っている.

この文を書くに当っては信州大学黒田吉益教授から

いろいろ教示を得た

ここに謝意を表します.

(筆者は地質部長)

付記

○引用あるいは参考にさせていただいたおもなGDP関係の

印刷物1

1972.5:国際地球内部ダイナミックス計画(GDP研究計

画)書(改訂版)同本学術会議国際地球観測特別

委員会UMP部会GDP小委員会

1972.5:Symposiu㎜,地球内部のダイナミックス(特集

号)海洋科学Vol.4,No.5.

1972.11:地球内部の温度･圧カｰ地球内部由来岩一GDP

課題皿一3(機関紙)

1973.4:マグブ発生の時間的空間的分布I,GDPII-1

一(3)■一2一(3)グノトプ(機関紙)

1973.11:GDP:構造地質No.1,GDPII-1一(1)(機関紙)

1973.12:GDPニュｰス島弧の動きと構造の解明

�����慧�瑩�慮���来潰����漱��

副捫�杮整楳��������楣��

��捨���湊慰慮

1974.1:実験岩石学の進歩一地球内部の相平衡と元素の分

配一シンポジウム於東北大学日本岩石鉱物鉱

床学会GDP国内委員会

1974.4:GDP:構造地質No.2,GDPII斗(1)(機関紙)

1974.4:国際地球内部ダイナミックス計画(Geodynamics

Project-GDP)の活動状況学衛月報Vo1.27,

���

1974.6:GDPニュｰスNo.1GDP連絡協議会

ReportsforICG,No.1～No.6,ICSU,1972-1974.

Nationa1Reportso壬JapaneseGDP,No.1～No.3.1972

��㌮

井本伸広･斎藤靖二(1974):層状チャｰトの正体科学

Vo1.44,No.3,p.180～182.

小林和男(1973):GDP研究航海から海洋科学Vo1.4,

倮㌵㌭㌵�

佐藤裕･広部正信(1674)1日本列島横断測量と地殻水平変

動科学Vo1,44,No.6,p.365～367.

○参加国

(次にしるす諸国は前出のICSUのたかのICG(Inter-union

Com皿issiononGeodynamics)Report3～6によった国

内委員会の確立しているものであるが現在ではさらに増加

している見込.UMP計画でも50数ケ国が参加していたの

でGDPではそれを上廻るものと考えられている).

��牡�慄���

��物�楮��

��極��慮捥

Bo1iviaGer皿an,D.R,

�瑳睡���慮���

�����捥
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…地学と切手②さらに噴火がつづいて山体が成長するにつれ氷の天井…

夏が抜けて湖となる.噴火地点が浅くなるにつれ水圧言

…に打ち勝って爆発的噴火がおここるようになり枕状熔…

アイスランドの

卓状火山

ヘルドブレイドの

切手

…P.Q.

…アイスランドの中央部には頂上が平坦で周囲が急斜

…面で囲まれた火山が多く分布する.頂上の平坦恋部分

姜は熔岩からなりその下位の急斜の部分はパラゴナイト

;凝灰(角礫)岩からなっている.アイスランドの中央

…帯に広く分布しておりその特異た山容とパラゴナイト

…の明るい褐色律忘れカ主たい印象を与えるといわれてい

要る.パラゴナイトは苦鉄質火山岩ガラス(シデロメレ

葦ン)の加水ゲル状変質物でFe･の酸化Si･刈･Na.

;Caの溶脱がいちぢるしくその成因は高温マグマガ水

…に接して生ずるとの考えもあるがパラゴナイト化が年

言令に比例して深く及ぶ事実から(水底)風化産物である

三と一般に考えられている.このような火山は卓状火山

葦と呼ばれ氷期にアイスランドを広く覆っていた氷床の

…下からの噴火によって生じたものとされている.

;陸上における玄武岩火山には割れ目火山と楯状火山

…とがあるが卓状火山はこのうちの楯状火山に対応する

…ものであり割れ目火山に対応するものとしてパラゴナ

三イトリッジカミある.パラゴナイトリッジは細長いコツ

…コツした丘陵で幅は数km以下であり延長40k㎜

…比高400mにも達するものカミある.この方向は割れ目

;噴火の方向と一致している.卓状火山の出来方として

…は野外の観察から以下のように考えられている.

言①厚い氷床下で噴火がはじまるとまず周りの氷が融けて

…水溜りが出来その中で枕状熔岩添火口の上につもりて

…いく

�
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岩の上に凝灰(角礫)岩が堆積する.枕状熔岩丘の斜

面は水中の自由斜面に近いが凝灰岩の斜面は氷床にさ

さまコたげられて非常な急傾斜となる.パラゴナイトリ

ンジはちょうどこの様な横断面を持っている.

③さらに噴出物がつもって噴火点が水面上に出るとそれ

まで爆発をひきおこしていた外界水の影響カミなくなり

静か荏熔岩流出に移り平坦な島が作られはじめる.

④熔岩流カ…水中に流入すると水冷破砕を起して前面の水

中に三角州の前面層のようにf1owイ｡ot角礫岩層を堆積

させこれにより山体は主に側方に向って成長する.

この段階まで達}たものが卓状火山にあたる.したが

って卓状火山は康上部に柱状節理のある乾陸上の熔岩流…

がありその直下には中心部をのぞいて急斜したf1oW-

foot角礫岩層余みられることが多い.

卓状火山の生成が前述のようなものだとすると海底

から生長した楯状火山の構造も原則的には同じであり

1963年にアイスランド南方の沖合水深130m付近で起っ

たスルツェイの噴火は卓状火山のでき方を実際にみせ

てくれたものといえよう.また前述の考え方をそのま

ま延長すると卓状火山の高さはほぼ当時の氷床の上面

を示すと考えられる.実際にアイスランドの卓状火山

の高さは現在の中央部にあるヴァトナ氷床に向って規

貝撒に高くなっており高まる方向は各地に残されてい

る氷河の流れた方向とも大体一致しているという.さ

らに楯状火山と卓状火山'とが厚い氷床の存否に左右さ

れた相違であるとすれば当然卓状火山の方が比高が大

きいはずである.これも実際に卓状火山は楯状火山の

約2倍の比高を有しているという.

1972年3月帥に発行された250KRの凹版普通高額

切手はアイスランド最大の卓状火山であるヘルドブレイ

ド(H拙nbreid)を示している.ヘルドブレイドは標

高1,682m比高(1,100m)でアイスランドでもっと

も美しい山のひとつである.･(中村一明･宝来帰一;

アイスランドｰ裂けて拡淋る変動帯下科学榊L41.

no.4韮P.!85一五98里!971による)
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